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【学校教育目標】一人一人の能力・適性を伸ばし、心豊かにたくましく生きる生徒の育成 

令和６年度がスタートしました。１年以上かかった南棟の長寿命化工事も終わり、北棟、南棟での学校生活を送

っています。何事も始まりが肝心です。気持ちを新たに、充実した１年間となることを願っています。 

１学期始業式 ～学校長式辞～  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四中を卒業した２０，２６３人の先輩たちが大切にしてきたもの。それは「校歌」と「校訓」、そしてスクールカラ

ーである「えんじ」です。これらは四中が四中であるための象徴となるものです。 

その校歌ですが、残念ながらコロナの影響もあり、ここ４年間、四中生は、校歌を歌う機会が激減してしまい

ました。 

 

皆さんには、校訓である『素朴 勤労 自治』という言葉が歌詞の中に入っているこの校歌を、四中生として

心の中にしっかりと宿してほしいと願っています。 

皆さんが、１０年後、２０年後、いや５０年後に集ったとき、みんなで校歌を歌ってほしいのです。校歌に愛着

を感じ、校歌を歌うことで、四中で過ごした日々が思い出されるようになってほしいのです。 

高校野球。甲子園で勝利を挙げた学校は、ホームベース上で一列に並び、校歌を歌います。校歌を歌う選手

の表情は、勝った喜び、感謝の笑顔、様々な思いをもち、堂々と誇らしげですよね。そこに何とも言えない「母

校愛」や「母校を誇りに思う気持ち」というものを感じてしまうのは、私だけではないと思います。 

 

皆さんにとって、「四中を誇りに思えるか」は皆さん自身が誇り高き四中生でなければなりません。皆さん一

人一人にかかっているということです。 

そこで、皆さんが胸を張って「私は四中生だ」と誇れる生徒になれるために、次のことを心に留め、実践して

ほしいと思います。 

  

 １つ目。「文武両道」です。四中の先輩たちが繋いできた姿でもあります。勉強とその他の活動に、昨年度以上

に全力で取り組めることを期待します。 

 ２つ目。「何をするにも自分から」です。自分から行動するには、自分で考えなければなりません。自分で決め

なければなりません。どんな１年にしようかというチャレンジする姿勢をもってほしいと思います。四中は「誰

もが主役になれる学校」です。自分を主役にして、自分自身のストーリーを描いてみてください。その延長線上

に、皆さんの「自立」が待っています。 

 ３つ目。「やればできる」です。本当の意味は「やれば成長で 

きる」です。「成功」の反対は「やらない」ことです。失敗を恐 

れず、積極的にチャレンジすることで、自分自身の新たな一 

面が見えてくるはずです。 

 そして、自分が「やることで成長できた」と思えることがあ 

ったら、思いっきり自分をほめてください。何回でもほめて 

ください！その回数が増えるといいですね。 

 １年後、皆さんの大きく成長した姿が見られることを期待し 

て、式辞とします。 



入学式・後期課程進級式 ～１４９名の新入生を迎えました～  

新入生歓迎会（対面式） 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度スタッフ紹介 
  氏名  ７年 ８年 ９年 

校長 松本 浩一 学年主任 浅野 由美子 社会 酒井 里美 体育 奥田 知之 数学 
教頭 久保田 晃弘 １組担任 橿村 友希 国語 篠田 祐美子 家庭 箕輪 清司 理科 
教頭 岡野 智子 ２組担任 下川 達也 美術 光井 崇裕 数学 瀬尾 広子 英語 

教務 英語 澤田 光博 ３組担任 坂口竜之介 技数 土田 悠太 国語 宮下 幸二 数学 
生徒指導主事 理科 酒寄 修平 ４組担任 志賀 大海 体育 平山  仁 英語 安田 枝里香 国語 
進路指導主事 箕輪 清司 ５組担任   後藤 勇大 体育 
保健主事 篠田 祐美子 特支すこやか 飯島 祐紀 国語 江幡 直人 体育 中根 直美 体育 
養護教諭 森川 いづ美 特支さわやか 山﨑悠希帆 家庭 篠﨑 健一 社会 宮下 淳一郎 理科 
主査 来栖 好江 副担任 佐野 真 数学 坂本 未幸 音楽 寺門 藍子 社会 
管理員 磯  本三 非常勤 恩田 真理子 英語 八月朔日 洋子 理科  

ALT マシュー・デニス 部活動指導員 菅原 晃     吉田 浩之    小野 琴子 
図書館司書 矢口 亜津子 心の相談員 村山 貴子    瀬戸 智子 
スクールカウンセラー 寺田 英功 給食配膳員 海老原 敦子   星野 まゆみ 

  学校生活支援員 北嶋 博行  学校サポーター 中根 育未 

 春の暖かな日差しを感じ，吹く風も柔らかな季節となった今日、私達１４９名は、入学の日を迎えられたこと

を大変嬉しく思います。本日は、私達新入生のために、このような入学式を行っていただきありがとうござい

ます。 

 中学生になって、新たな仲間と出会い、部活動、体育祭、音楽祭など、これから始まる学校生活への期待や希

望に胸を膨らませております。一方で、６年間の小学校生活を終えた環境でも、不安を感じるときがあるかも

しれません。そんな時は、先生方、先輩方、保護者の皆様の力を借りながら、仲間とともに支え合い、一歩ずつ

前で進んでいきたいと思います。 

 また、一度しかない中学校生活を悔いのないものにするために、四中プライドを守り、責任ある行動を心が

けていきます。そして、たくさんの出会いを大切にし、絆を深め、この３年間で最高の思い出を作っていきたい

と思っています。 

 最後になりましたが、校長先生をはじめ、諸先生方、ご来賓の方々、先輩方、本日は私達の入学を温かく迎え

ていただき、本当にありがとうございました。 

令和６年４月１０日 新入生代表 田村 咲絵 

４月１１日、生徒会企画の、新入生歓迎会が行われました。各教室に３学年が集い、 

緊張した面持ちも見られつつも、和やかな雰囲気で会が進められました。四中に 

関するクイズ、出身小学校に関するクイズなどが出され、Kahoot(カフート)とい 

うアプリを用いて、縦割り班で解答しました。参加する生徒は、笑顔があふれ、本 

当に楽しそうでした。縦のつながり、横のつながりが、強くなった瞬間でした。 

これからの生徒一人一人の活躍が楽しみです。 


